
        

 

       

女
性
の
視
点
を
活
か
し
た 

避
難
所
運
営
を
！ 

府
中
市
の
計
画
に
あ
る
「
男
女
双

方
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
防
災
対

策
の
推
進
」
の
項
目
で
は
、
避
難
所

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
と
総
合

防
災
訓
練
に
女
性
の
参
加
の
工
夫
、

防
災
会
議
で
の
女
性
委
員
を
増
や

す
こ
と
な
ど
、
女
性
参
画
が
随
所
に

盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
阪

神
淡
路
大
震
災
や
中
越
地
震
の
避

難
所
で
、
女
性
が
着
替
え
や
授
乳
を

す
る
場
所
が
な
か
っ
た
こ
と
、
暗
く

寂
し
い
場
所
で
性
暴
力
の
被
害
が

あ
っ
た
こ
と
な
ど
、
女
性
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
や
人
権
へ
の
配
慮
が
足
り

な
か
っ
た
と
い
う
検
証
を
も
と
に
、

「
女
性
の
視
点
」
が
不
可
欠
と
な
っ

た
か
ら
で
す
。 

熊
本
地
震
で
は
、
避
難
所
の
更
衣

室
を
人
目
の
少
な
い
場
所
に
移
動

し
た
り
、
女
性
へ
の
暴
力
や
人
権
侵

害
を
防
ぐ
た
め
の
チ
ラ
シ
を
貼
っ

た
り
な
ど
、
過
去
の
震
災
経
験
者
か

ら
学
ん
だ
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
存
在

が
避
難
所
の
快
適
さ
、
安
心
感
に
つ

な
が
っ
た
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

府
中
平
和
ま
つ
り
で 

災
害
時
用
の
「
ト
イ
レ
」
を
展
示 

府
中
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は

昨
年
10
月
、
市
民
が
企
画
す
る
「
平

和
ま
つ
り
」
で
、
「
女
性
の
人
権
の

視
点
で
防
災
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ

に
、
市
が
備
蓄
す
る
マ
ン
ホ
ー
ル
ト

イ
レ
を
展
示
し
、
見
学
者
に
感
想
を

聞
き
ま
し
た
。 

●
音
が
外
に
聞
こ
え
る
。
●
照
明
が

暗
い
。
●
男
女
別
に
な
る
か
。
●
子

ど
も
も
安
心
し
て
使
え
る
か
。
●
本

当
に
数
は
足
り
る
の
か
。
と
い
っ
た

声
が
あ
り
ま
し
た
。 

「
ト
イ
レ
」
の
問
題
は
要
援
護
者

へ
の
配
慮
の
象
徴
的
な
例
で
す
。

「
公
助
」
を
担
う
市
の
福
祉
や
防
災

の
担
当
課
ご
と
の
縦
割
り
を
超
え

た
対
策
を
女
性
の
視
点
か
ら
見
直

す
必
要
性
を
認
識
し
ま
し
た
。 

「
地
域
自
主
防
災
連
絡
会
」
が 

創
設
さ
れ
た
が
・
・
・ 

昨
年
６
月
、
市
は
自
治
会
を
活
性

化
さ
せ
地
域
住
民
の
共
助
に
よ
る

避
難
誘
導
や
救
助
活
動
、
避
難
所
運

営
等
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
、
市
内

11
か
所
の
文
化
セ
ン
タ
ー
圏
域
ご

と
に
新
た
に
「
地
域
自
主
防
災
連
絡

会
」
を
創
設
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
連
絡
会
が
組
織
と
し
て
活
動

し
、
市
民
に
周
知
さ
れ
る
に
は
、
ま

だ
時
間
が
必
要
と
市
は
説
明
し
て

い
ま
す
。 

 

避
難
所
運
営
は
す
べ
て
の
人
の

状
況
に
配
慮
し
人
権
侵
害
を
起
こ

さ
な
い
こ
と
が
大
前
提
で
す
。
大
震

災
が
続
く
い
ま
、
人
権
の
視
点
で
避

難
所
運
営
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で

き
る
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
の
た
め
に
、

女
性
が
受
け
た
被
害
の
体
験
を
学

び
生
か
す
活
動
が
必
要
で
す
。 

              

                                    

                                 

    講演会 

「子どもの生きる力を育む居場所を作ろう！ 」 
外で思いっきり遊ぶ、そんな経験が難しくなっている今、 

どんな場所が必要なのか考えたい、というメンバーを中心に、 

「お外で子育て推進講座」を開催することになりました。 

日時：1月 29日（日）13:30～ 

会場：ルミエール府中第１・２会議室   

講師：高子未乃梨（たかねみのり）さん 
相模原市「銀河の森プレイパーク」代表  

NPO法人「日本冒険遊び場づくり協会」運営委員 

参加費：無料  

託児はありませんが、お子さん連れでどうぞ！ 

主催：NPO 法人日本冒険遊び場づくり協会 

 お外で子育て推進講座実行委員会 

お問い合わせ・お申し込み 

府中・生活者ネットワーク 

      ☎０４２－３６０－４４４３ 

 

豊島 WAKUWAKU ネットワークの
栗林知絵子さん（中央）の学習会 

生活者ネットワーク活動報告 
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子
ど
も
の
貧
困
の
解
決
に
向
け
て

教
育
の
支
援
を
進
め
よ
う 

災害時の対策に、 
女性の視点を 

地震や洪水などの災害が各地で起こっています。阪神

淡路大震災以降、「公助」だけでなく「自助・共助」の大

切さが強調されるようになりました。しかし自助・共助だ

けでは、高齢者、障がい者や女性はどうなるでしょうか。

府中市の地域防災計画を女性の視点から検証します。 

 

ドキュメンタリー映画〈２０１６/12月上映〉 

「ザ・思いやり」を観て 
  

トランプ次期大統領の「在

日米軍費用を日本にも負担

させる」との発言で、日本が

在日米軍経費の約 7 割を負

担していることが明らかに

なったが、この映画は、在日 

米軍に対する「思いやり予算」年間 8,911 億

円（2015 年度）の負担金の実態を、多くの関

係者の視点からあぶり出す。 

「思いやり予算」は米軍家族の住宅、学校、ゴ

ルフ場等の整備に限らず、日米地位協定で禁じ

られている軍事的活動にも使われてきた。横須

賀の原子力空母の母港化に際しては100億円

近くを負担した。また、沖縄の海兵隊のグアム

への移転経費も「思いやり予算」だ。そのグア

ムでは米軍やその家族で人口が 1.5 倍にもな

り、道路混雑などによる観光産業への影響や、

新たな軍港建設による環境破壊が危惧され、い

ったん計画は凍結された。しかし、日本政府は

負担金 1 兆 8 千億円をすでにグアムに送って

いるという。矛盾だらけの「思いやり予算」の

実態を私たちはあまりにも知らされていない。        

（重田 益美） 

 

監督・主演 
リラン・バクレー氏 

災
害
時
用
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ 

http://tamura.seikatsusha.me/
http://nishino.seikatsusha.me/


  

 

西
の
な
お
美 

 

一
般
質
問 

 

児
童
数
の
増
加
に
対
応
す
る 

学
童
保
育
を 

保
育
所
の
待
機
児
が
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
府
中
市
で
は
市
内
中
心
部
で
の

集
合
住
宅
等
の
増
加
で
子
ど
も
の
数
が
増

え
、
学
童
ク
ラ
ブ
へ
の
入
会
希
望
者
も
増

加
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
限
ら
れ
た

ス
ペ
ー
ス
で
多
く
の
児
童
が
放
課
後
を
過

ご
す
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
学
童
ク
ラ

ブ
の
、
働
く
親
を
支
え
、
日
々
の
遊
び
や

生
活
を
ゆ
と
り
を
持
っ
て
行
な
え
る
場
と

し
て
の
役
割
を
ど
う
保
障
す
る
の
か
質
問

し
ま
し
た
。
市
か
ら
は
「
現
在
の
学
童
ク

ラ
ブ
の
建
物
で
は
育
成
面
積
の
確
保
が
難

し
い
た
め
、
学
校
施
設
等
の
活
用
に
よ
り

小
学
校
３
年
生
ま
で
の
児
童
全
員
の
受
入

れ
に
努
め
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た

が
、
４
年
生
か
ら
６
年
生
に
つ
い
て
も
学

童
ク
ラ
ブ
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
は
確
実

に
入
会
で
き
る
よ
う
に
要
望
し
ま
し
た
。 

公
共
施
設
使
用
料
の
有
料
化
、 

 
 

 
 

進
め
方
が
不
透
明
！ 

文
化
セ
ン
タ
ー
、
女
性
セ
ン
タ
ー
な
ど

公
共
施
設
の
使
用
料
を
行
革
の
観
点
か
ら

見
直
す
と
い
う
方
針
が
１２
月
議
会
で
示
さ

れ
ま
し
た
。
社
会
教
育
団
体
や
女
性
セ
ン

タ
ー
等
の
登
録
団
体
、
自
治
会
な
ど
こ
れ

ま
で
無
料
で
利
用
で
き
た
と
こ
ろ
も
減
額

の
割
合
を
見
直
し
、
有
料
化
す
る
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
割

合
は
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
担
当
課
で
調
整

し
、
判
断
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ

で
は
市
の
統
一
し
た
基
準
を
示
し
た
こ
と

に
は
な
り
ま
せ
ん
。
決
定
の
過
程
も
公
平

性
が
保
た
れ
る
の
か
不
透
明
で
す
。
使
用

料
検
討
の
た
め
の
協
議
会
を
設
け
、
経
過

を
明
確
に
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。 

 

田
村
智
恵
美 

 
一
般
質
問 

図
書
館
の
障
が
い
者
サ
ー
ビ
ス
の 

充
実
を
進
め
よ
う 

公
立
の
図
書
館
に
は
、
す
べ
て
の
人
に
情

報
が
行
き
届
く
た
め
の
配
慮
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
特
に
視
覚
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
の

た
め
に
は
、
点
字
図
書
や
朗
読
だ
け
で
な
く

近
年
は
デ
イ
ジ
ー
図
書（
デ
ジ
タ
ル
録
音
図

書
）
な
ど
も
普
及
し
て
い
ま
す
。 

 

昨
年
見
学
し
た
新
宿
区
立
の
戸
山
図
書

館
で
は
、
図
書
館
を
訪
れ
た
人
に
障
が
い
者

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

入
り
口
の
前
に
説
明
パ
ネ
ル
が
展
示
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
拡
大
読
書
器
や
マ
ル
チ
メ
デ

ィ
ア
デ
イ
ジ
ー
（
音
声
、
画
像
、
テ
キ
ス
ト
）

を
再
生
す
る
パ
ソ
コ
ン
は
館
内
の
利
用
し

や
す
い
場
所
に
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。 

     

府
中
市
の
図
書
館
に
も
デ
イ
ジ
ー
図
書

の
配
架
な
ど
は
あ
り
ま
す
が
、
さ
ら
な
る
充

実
を
求
め
一
般
質
問
し
ま
し
た
。
市
長
の
答

弁
は
「
す
べ
て
の
市
民
が
平
等
に
利
用
で
き

る
図
書
館
が
理
想
で
あ
り
、
そ
れ
を
目
指
す
」

と
の
こ
と
で
し
た
が
、
そ
の
た
め
に
は
図
書

館
を
訪
れ
る
利
用
者
に
障
が
い
者
サ
ー
ビ

ス
の
周
知
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
だ

れ
も
が
利
用
で
き
る
図
書
館
で
あ
る
た

め
に
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
訴
え
ま
し
た
。 

  

市
庁
舎
建
設
特
別
委
員
会 

 

建
設
に
か
か
る
費
用
は 

２
０
５
億
円
！！ 

老
朽
化
に
よ
る
市
庁
舎
の
建
て
替
え
計

画
の
事
業
費
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
基
本

構
想
で
は
１
５
０
億
円
、
基
本
計
画
で
は
１

７
７
億
円
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
地
下

駐
車
場
面
積
の
変
更
や
そ
の
他
の
要
因
に

よ
り
２
０
５
億
円
か
か
る
と
の
こ
と
で
す
。 

 
こ
れ
ま
で
も
、
財
政
状
況
を
考
慮
し
、
コ

ス
ト
を
抑
え
る
こ
と
を
求
め
て
き
ま
し
た

が
、
３０
億
円
も
の
増
額
が
示
さ
れ
た
こ
と

に
驚
き
ま
し
た
。
こ
の
財
源
は
基
金
と
市
債

で
賄
う
と
し
て
い
ま
す
。
将
来
に
負
担
を
残

す
こ
の
計
画
に
対
し
て
、
事
業
全
体
を
見
直

す
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。 

 

「
地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金
へ
の

加
入
を
求
め
る
意
見
書
」
に
反
対
！！ 

長
年
運
営
さ
れ
て
き
た
議
員
年
金
は
議

員
の
特
権
的
制
度
だ
と
し
て
２
０
１
１
年

に
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
議
員
提
案
で

出
さ
れ
た
意
見
書
で
要
望
さ
れ
た
内
容
は

い
っ
た
ん
廃
止
さ
れ
た
年
金
制
度
が
形
を

変
え
て
提
出
さ
れ
て
き
た
も
の
で
、
実
現

す
る
と
年
金
保
険
料
の
２
分
の
１
が
公
費

負
担
と
な
り
、
国
全
体
で
毎
年
度
１
７
０

億
円
も
の
公
費
負
担
（
税
金
）
が
新
た
に

必
要
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。 

意
見
書
で
は
「
住
民
の
議
会
へ
の
関
心

の
低
さ
や
、
地
方
議
会
議
員
の
な
り
手
不

足
」
を
理
由
と
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら

の
問
題
は
年
金
制
度
だ
け
が
原
因
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
そ

の
議
論
抜
き
で
の
公
費
負
担
に
よ
る
年
金

制
度
の
復
活
に
は
、
市
民
の
理
解
は
得
ら

れ
な
い
と
、
反
対
し
ま
し
た
。 

                      

                                

１２
月
議
会
か
ら 

「夜の街歩きスタディーツアー」参加して 

彼女たちに 
「欠けているのは衣食住と関係性」 

11 月の平日の夜、一般社団法人 Colabo の「夜の街歩きスタ

ディーツアー」に参加した。これは夜の繁華街を歩きながら、「居

場所をなくした中高生を取り巻く現状を知り、気付ける大人を増

やすための企画」である。いくつかの繁華街を巡回し、女子高生

に性的サービスをさせる JK ビジネス店の勧誘に少女たちが立

っていたり、少女を仕事に斡旋する「スカウト」がたくさんいる

場所に案内されたが、意識して歩いてみなければ気付かなかっ

た。「性の商品」となっていく少女たちへの伴走支援をする

Colabo の説明に、思春期の少女たちを搾取する仕組みが、こん

なに身近にある実態を知らなかったとショックを受けた。 

搾取する側はＳＮＳを駆使し、まずやさしく声を掛けて彼女ら

に衣食住を保障するという。困っている子どもたちが支援に繋が

る前に危険に取り込まれている。家庭や学校での居場所のなさ、

貧困、虐待などから逃げてくる少女たちに「欠けているのは衣食

住と関係性」であり、「お金欲しさ」であるという偏見を捨て、

社会の責任として引き受けなくてはいけないはずだという主催

者の説明が重たかった。（前田弘子） 

 

わくわくまちづくりトーク 

今回のテーマは防災と、 

介護保険の新総合事業です。 

自由な意見交換の場です。 

ぜひご参加ください。 

２月４日（土） 

１４：００～１６：００ 

府中グリーンプラザ６階 

第４会議室 
 

 


